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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:細胞傷害活性化受容体。活性化ナチュラルキラー（NK）細胞が腫瘍細胞を溶解する効率を高めることに寄与する可能性がある。,PTM:N-グリコシル化。,PTM:O-グリコシル化。,類似性:天然細胞傷害性受容体（NCR）ファミリーに属します。,類似性:2つのIg様（免疫グロブリン様）ドメインを含みます。,サブユニット:CD3ZおよびFCER1Gと相互作用します。,組織特異性:休止期および活性化NK細胞の両方で選択的に発現します。,機能:細胞傷害活性化受容体。活性化ナチュラルキラー（NK）細胞が腫瘍細胞を溶解する効率を高めることに寄与する可能性がある。,PTM:N-グリコシル化。,PTM:O-グリコシル化。,類似性:天然細胞傷害性受容体（NCR）ファミリーに属します。,類似性:2つのIg様ドメインを含みます（免疫グロブリン様）ドメイン。,サブユニット:CD3ZおよびFCER1Gと相互作用する。,組織特異性:休止期および活性化NK細胞の両方で選択的に発現する。,
	研究分野
	ナチュラルキラー細胞を介した細胞傷害性;
	画像データ
	

	NCR1抗体を用いた293、HepG2、MCF-7、A549細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NKp46 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

